October 20, 2009 読書会増刊号「人はなぜ形のないものを買うのか」by Memo Parnall
ikuko Spinotti: inした頃は日本人がほとんどいなかったので

ikuko Spinotti: わずかに出会う人とは、異常に親密な感じがありました

ikuko Spinotti: みんなめちゃくちゃ親切だったし

ikuko Spinotti: 何時間でも付き合って操作とか教えてくれたりして

ikuko Spinotti: なんというすばらしい世界なのだ！！！

ikuko Spinotti: 現実にはありえないフレンドリーさ！！

ikuko Spinotti: というところで、はまりました

ikuko Spinotti: 2007年あけてすぐの頃です

◆Solarisさんの場合

Solaris Braham: 私は・・・

Solaris Braham: MMO暦がちょっと長いというかで

Solaris Braham: そっちのつながりの友人が

Solaris Braham: 先にSLやっていて・・・

※どのタイトルですか？

Solaris Braham: UlitimaOnline

Solaris Braham: からですねー

※UOは自由度が高く、家の内装やファッションなどのUGC文化も発達しています 

よね

Solaris Braham: はい

Solaris Braham: で

Solaris Braham: そちらのフリーダムさの

Solaris Braham: 超発展させたものがSLだよーと

Solaris Braham: で

Solaris Braham: 進めてくれた友人が

Solaris Braham: UOで

Solaris Braham: 洋服屋さんっていうかな

Solaris Braham: デザイナーさんやってて

Solaris Braham: こっちだと

RYUJI Racer: 裁縫屋さんかな

Solaris Braham: ものすごい衣装がたくさんあるよーと＾＾

Haruka McMahon: ほほー

Solaris Braham: で、私自身は

Solaris Braham: そういうデザインとか

Solaris Braham: あんまり興味ないというか＾＾；

Solaris Braham: 見て入れればいいかなーとｗ

※じゃあ、ご自身はものづくりとかはされないけれど、お買い物されたりと…

Solaris Braham: ええｗ

Solaris Braham: でまぁ

Solaris Braham: MMORPGだと

Solaris Braham: ギルド云々とかのつながりで

Solaris Braham: しがらみが

Solaris Braham: どろどろしちゃうっていうかなあ・・・

Solaris Braham: で、そういう部分が

Solaris Braham: やわらかいっていうかなー

Solaris Braham: SLの場合は

※MMOの場合、ゲーム内での利権が絡んでくるのでいったんしがらみ始めるとエラいことになる場合もあります…

Solaris Braham: ですねー

Solaris Braham: 自分は

Solaris Braham: そういう対人関係での利権からむ組織の運営してたんですね

Solaris Braham: んで

Solaris Braham: そういうのがめんどくさーいｗ

Solaris Braham: とｗ

Solaris Braham: ですねー

Solaris Braham: あとはまぁ

Solaris Braham: こうしたイベントっていうかなー

Solaris Braham: 勉強会みたいなのがあって

Solaris Braham: 会話で自分の知的好奇心

Solaris Braham: 満足できるのが

Solaris Braham: はまったりゆうかな。

Solaris Braham: それが理由ですね

◆marubeさんの場合

marube Oh: はい

marube Oh: 私は最初にＳＬを知ったのは

marube Oh: たぶん、２００５年くらいだと思うんですが、

marube Oh: そのときはアメリカで面白いことやってるっておもっただけでした。

marube Oh: もともと３Ｄの中をあるくというのに、興味があったんですが

marube Oh: ゲーム関係はぜんぜんダメで

marube Oh: やっと日本に上陸するって聞いたときに（ＳＬが）

marube Oh: ちょっと入ってみようかなと思い

marube Oh: ２００７年の６月にはじめました。

marube Oh: まだ、日本語が始まる前ですが

marube Oh: 宣伝が始まってました

marube Oh: 英語の勉強のために来ました

marube Oh: ３Ｄ＆英語で

marube Oh: これは行くしかないと

marube Oh: 思ったわけです

marube Oh: で、入ったらすぐに英語の実習が。。。

marube Oh: ＲＬ英語勉強ができて

marube Oh: すごい～～ｔって思いました。

marube Oh: 親切な人に会えたのもやめなかった理由です

marube Oh: 最初に５００Ｌ＄くれました。

※500はすごい！

※※終了後の雑談で、ほかにも、カジノでぼーっと見ていたらカジノのオーナーが「遊んでみるかい？」と10L$くれて、それを元手に増やす＞アップロード代にしてものづくりに励む＞気がついたらショップオーナーに…という方もいらっしゃいました。

ikuko Spinotti: おお

marube Oh: 知らない人からお金くれた

marube Oh: はい。

Haruka McMahon: すごいｗ

marube Oh: 楽しんでねと。

Solaris Braham: ＾＾

Hilde Gynoid: ほむほむー

marube Oh: すごいところだと思って

marube Oh: その後はたくさんの海外の友達が増えて

marube Oh: 楽しくて続いています。海外旅行がすきなので

marube Oh: 他の国に旅行に言っても

marube Oh: 行っても、親切にされたらその国のことが

marube Oh: 好きになる心境とにてるかも

marube Oh: です＾＾

panda Kidd: なるほどなぁ・・・

marube Oh: 以上です。

◆Hildeさんの場合

Hilde Gynoid: 私の場合は、どこかのIT系のニュースで

Hilde Gynoid: セカンドライフに東京タワーができたよ　という記事を 

みたのが切っ掛けで

Hilde Gynoid: SLにきました

marube Oh: あ＝

Hilde Gynoid: もともとネトゲとかやってたんですがSLはしらなくて。

marube Oh: たしかあった。

Hilde Gynoid: しばらくいろんな場所まわったり、ググったりして

※どんな風に検索されていたんでしょう

Hilde Gynoid: 基本ぐーぐるでSLをキーワードに

Hilde Gynoid: それで、マグスルにたどり着いて

Hilde Gynoid: いわゆる「カフェ」でいろいろ教えてもらいました

※カフェで顔見知りが出来て、お友達ができて…と

Hilde Gynoid: そうですね～

Hilde Gynoid: はまった切っ掛けとしては、

Hilde Gynoid: 音楽のライブですね

Hilde Gynoid: カフェに居たとき宣伝が回ってきて

Hilde Gynoid: じゃあ行ってみようかなーと。

Hilde Gynoid: そしたらみんなでワイワイするのが楽しかったので

Hilde Gynoid: というので　ずーっとつづいております

Hilde Gynoid: 今ではSIMオーナーｗ

Solaris Braham: すごいｗ

※確かHildeさんがされてるギフト専門モールが…！

Ramona Forcella: ひるむら！

panda Kidd: ひるむら・・・

Hilde Gynoid: ｗ

marube Oh: ほ＝

Hilde Gynoid: .oO( すません　宣伝までw)

Ramona Forcella: 「ひるむら」で検索！

SAZABI Flanagan: ｗ

Solaris Braham: ｗ

Hilde Gynoid: ありがとうございました

※後で東京タワーについて資料をご紹介いただきました

http://business.nikkeibp.co.jp/article/topics/20070517/125062/

  ◆Megさんの場合

Meg Ronmark: 私は、SLを始めるまでMMORPGの経験はありませんでし 

た。

Meg Ronmark: 知ったきっかけは今となっては忘却の彼方で、

Meg Ronmark: 確か雑誌の記事かブログ記事だったように記憶しています。

※以前はネットニュースとかでも活発にリリースが出てましたよね

Meg Ronmark: おそらくそうだったと思います、はい。

Meg Ronmark: その後程なくインワールドのRPGコミュニティに

eg Ronmark: 興味を持つようになり、

※RPGって、独自システムでHPなんかを管理してやっているところがあったよう 

な…

Meg Ronmark: そうそう

Meg Ronmark: そうです。Secondlifeに沢山あります。

panda Kidd: ダークライフとか、有名ですね

※そういえば吸血鬼がどーたらという人が近所に住んでる！

Meg Ronmark: Bloodlinesのことかな？だと思います>>吸血鬼ごっこ

RYUJI Racer: シム丸ごとRPGゲーム化してたりとか。

Meg Ronmark: 色々なシステムがありますね。

Meg Ronmark: そうですね。そこで英語でロールプレイを楽しんで

Meg Ronmark: 今に至ります。

Rouki Furse: ああ、血をすわれかけたり何度もありますねw

Meg Ronmark: 勉強と遊びを兼ねられますよ :D

※サイバー系という感じなんですか？

Meg Ronmark: アーバン系ですね。

Meg Ronmark: 治安の悪い街といいますか....

Meg Ronmark: そこで抗争を繰り広げる、という。

※商用MMORPGでどんぴしゃな世界観というのがないこともありますもんねー

Meg Ronmark: そうですね、その通りです。

Meg Ronmark: SL内、星の数ほどそういったコミュニティがあって

Meg Ronmark: 楽しいです >> RPG

SAZABI Flanagan: 単品で展開するにはニッチな設定のものとかですか 

ね。

Ramona Forcella: http://northernmost.wordpress.com/

※※Megさんが書かれているRPG系のサイトです。ステキSS盛りだくさんですので 

是非

Ramona Forcella: ご参考にどうぞ＾＾

RYUJI Racer: む

※そういうところへ行くにはどうしたらいいですか？

Meg Ronmark: ゲストで潜り込めますので大丈夫ですよ x)

marube Oh: ほ。。。

YUJI Racer: ナイスフォロー

Meg Ronmark: 書いています :D

※ああああ遊びに行ってみようかしら…

Meg Ronmark: 襲われないように気をつけて.....

◆midoriさんの場合

midori Paulse: ええと、きっかけからでしたっけ？

midori Paulse: きっかけは、情報処理学会の全国大会の１セッション 

が in world であったので、強引に呼びつけられたのが、真相ですね

midori Paulse: そんで、しばらくぶらぷらしていたら

midori Paulse: だぁて、せっかく、操作憶えたんだから

midori Paulse: 観光したかったしｗ

midori Paulse: それで、まあ、

※いつ頃でしたか？

midori Paulse: ああ、2008/02だったので

midori Paulse: 結構、情報はありましたね

midori Paulse: それで、ぷらぷらしているうちに、気の合うグループ 

を見つけたのが

midori Paulse: 定着するきっかけでした

※じゃあほんとにたまたま…

midori Paulse: そですね

midori Paulse: けっして、スクリプト関係じゃありませんｗ

Haruka McMahon: ｗｗ

midori Paulse: そうですねぇ。。。それを見つけられなかったら、速 

攻でやめていたでしょうねぇ

midori Paulse: そそ、完全な偶然

midori Paulse: 馬場のチャットキャンプにいて、釣られた

midori Paulse: ええと、今は、Neo Japonかな

Solaris Braham: 私の先に始めてた友人は、ハゲの状態で三日走り回っ 

て、やっと人見つけた、ってたな・・・

midori Paulse: 王さんの

midori Paulse: ああ、でも、そのときの友達は、今でも仲いいです 

よー

midori Paulse: 付かず、離れずですけど

SAZABI Flanagan: 程度の差はあれ、自分がそのコミュニティなりに必要とされる場面があったりすると、残るかもしれないですよね。

midori Paulse: 未だに、交流はありますねぇ

midori Paulse: あーー、それは言える

＝終了後＝

Memo Parnall: ぬー、それにしてもやはりというか親切され体験は強いですね～

Solaris Braham: 保護者がいる安心感感じながら、SLやってたりします＾＾

SAZABI Flanagan: そういう体験は初期の方に多いイメージがあるけど、最近もあるのかのぅ。

RYUJI Racer: 最近の人の方が多いと思うけどな

RYUJI Racer: 俺は親切体験なんて

RYUJI Racer: かけらもなしなw

midori Paulse: んんーーー、あんまり親切にされた記憶はないんです 

けどｗ

Haruka McMahon: 私も親切体験と関係なしに居ついてるなぁ

＝お伺いしたあと＝

６名の方にお話をうかがって、調べるべきこととして、以下の点が浮かびました

１）始める前の経験

　MMORPGなどアバターを使ってコミュニケーションをしているかどうか

　MMORPG出身者だと、操作がわかりにくいと感じることは少ないのではないかと 

思います

２）開始した時期

　グーグルなど外部で検索してweb上のリリースや記事から飛ぶか、内部の口コ 

ミや告知か…

　2007年ごろまでは、Second Lifeに関する記事やリリースが一般メディアにも 

よく出ていたこともあって、探しやすかったのではないかと思います。

　開始した時期により、どうやって「最初の友達」「最初のなじみの場所」に行 

き当たったのか異なってくるかもしれません。

３）始めたきっかけ／どんな目的を持っていたか

　報道に接して／友達に誘われて…など。他に雑談で業務として始めたという方 

もいらっしゃいました

　marubeさんの場合は「英語学習」という明確な目的をお持ちでした。

４）続けるきっかけとなった初期体験

　ikukoさん、marubeさんは先輩ユーザーに親切にされた経験を挙げていらっ 

しゃいました。

　ただこれは、後で自分の場合は「親切体験」は関係なかったと仰る方も多く、 

どういう風に類型化していくか大きな課題になりそうです。
ご清聴＆ご協力ありがとうございました。
またご協力をお願いすることがあるかと思いますが、よろしくお願いします。
